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会社概要会社概要

設立： 1999年10月1日 （株式上場：ナスダック・ジャパン市場 2000年11月6日）

事業内容： 音楽楽曲データベース事業、携帯端末へのコンテンツ提供（ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂ）事業

発行済株式数： 26,188株 （2001年6月29日現在） （株主数：1,278名 2001年9月30日現在 ）

資本金： 1,046,750千円 (2000年11月6日現在)

関連会社：

株主優待制度：

㈱オリコン、㈱ﾄﾞﾘｰﾑｽﾋﾟﾅｰｽﾞ 、海外現法3社（台湾、韓国、香港） (2001年12月31日現在)

有（半期に1回、ｵﾘｼﾞﾅﾙ「音楽ｷﾞﾌﾄｶｰﾄﾞ」および㈱ｵﾘｺﾝ発行の雑誌「weekly oricon」を贈呈。詳細後述）

代表取締役

および社外取締
役 ：

代表取締役社長

兼 ㈱オリコン代表取締役会長 小池 恒

取締役（非常勤） 角川 歴彦（現・角川書店社長）

取締役（非常勤） 町井 徹郎（元・東芝副社長、現・東芝常任顧問兼モバイル放送社長）

取締役（非常勤） 松尾 修吾（元・ｿﾆｰ･ﾐｭｰｼﾞｯｸｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ社長,会長、ﾚｺｰﾄﾞ協会会長）
取締役（非常勤） 早川 吉春（元・中央監査法人代表社員）

従業員数（単体）

主要取引銀行：

主要株主：

43名（他にアルバイト29名、役員除き） (2001年12月31日現在)

三井住友（新橋）、第一勧業（六本木）、東京都民（本店）、UFJ（赤坂見附）、東京三菱（六本木）

㈲リトルポンド(旧社名：小池聰行事務所）（33.7％）、小池恒（小池聰行相続手続完了後で11％） 、
ブルースター、DHC、角川書店、東芝、ヤフー、ソフトバンク・ファイナンス、
電通、徳間書店、ＮＴＴ－Ｘ (2001年9月30日現在)

コーポレートガバナンス機能の
充実と経営陣の一層の強化のため、
4名の社外役員が就任。
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第第33四半期四半期（累計）（累計） 連結連結P/LP/L
（2001年4月1日～12月31日） ※試算表ベース

（単位：千円）

3期3Q累計
4/1/01～
12/31/01

（比率）

3期中間
4/1/01～
9/30/01

（比率）

2期通期
4/1/00～
3/31/01

100% 100%

11.0%

52.3%

36.7%

56.3%

42.9%

27.6%

15.4%

15.0%

8.9%

683,011

278,129

349,427

55,455

293,208

389,803

251,993         

137,809

▲15,053

50.3%

40.8%

56.2%

43.1%

30.0%

13.1%

22.1% 122,756

1,355,184

148,743

708,710

497,731

762,809

581,755

373,508         

208,247

▲5,029

203,218

2,424,141

216,840

1,219,232

988,068

1,361,726

1,045,033

726,603         

318,430

▲6,058

312,371

備 考

売上高

携帯有料会員増加が寄与

雑誌・写真集売上

人件費、広告宣伝費増加

データベース事業

コンテンツ事業

メディア事業

売上原価

差引売上総利益

販管費

営業利益

営業外損益

経常利益
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第第33四半期四半期（累計）（累計） 連結連結P/LP/L内訳内訳
（2001年4月1日～12月31日） ※試算表ベース

（単位：千円）

GE単体
4/1/01～
12/31/01

オリコン
7/1/01～
12/31/01
（6ヶ月間）

ﾄﾞﾘｰﾑ
ｽﾋﾟﾅｰｽﾞ

4/1/01～
12/31/01

海外現法

4/1/01～
12/31/01

連結手続

に伴う

内部取引

控除

連結連結

▲27,468 2,424,141

1,361,726

1,045,033

726,430       

318,602

▲6,058

312,543

▲24,618

▲2,850

▲3,048

198

▲1,875

▲1,676

10,891

2,413   

8,477

21,369        

▲12,891

▲1,353

▲14,245

175,671

117,929

57,654

70,910        

▲13,256

3,426

▲9,830

940,784

557,572

365,918

255,295         

110,622

▲11,123

99,499

1,324,262

708,429

615,833

381,903         

233,929

4,866

238,796

売上高

売上原価

差引売上総利益

販管費

営業利益

営業外損益

経常利益
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第第33四半期四半期 連結簡易連結簡易B/SB/S
（2001年4月1日～12月31日） ※試算表ベース

科目
金額

（百万円）

流動資産 計 2,117

現金及び預金 527

売掛金・手形 1,042

投資その他の資産 917

投資有価証券 296

繰延税金資産 437

短期貸付金 315

固定資産 計 1,332

有形固定資産 210

無形固定資産 204

総資産 3,450

科目
金額

（百万円）

買掛金 469

固定負債 計 274

資本合計 1,211

長期借入金 232

法定準備金 902

連結剰余金 736

流動負債 計 1,898

短期借入金 742

負債合計 2,173

資本金 1,046

負債+資本 3,450
※単位・百万円未満切り捨て
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第第33四半期四半期P/LP/L 【【GEGE単体単体】】
（2001年4月1日～12月31日） ※試算表ベース

（単位：千円）

3期3Q
累計

4/1/01～
12/31/01

（比率）

対前年

同期

比率

2期3Q
累計

4/1/00～
12/31/00

（比率）

2期通期
4/1/00～
3/31/01

100% 100%

53.7%

43.1%

3.2%

37.2%

62.8%

42.5%

25.7%

2.4%

14.4%

20.3%

15.7%

17.7%

627,556
273,629
327,741
26,186

253,056
374,499
236,767         
134,707
23,565
78,495

137,731

▲15,330

80.6%

1.7%

53.5%

46.5%

28.8%

12.5%

9.3%

7.1%

17.7%

18.0% 122,402

348.6%

114.9%

652.1%

183.3%

501.7%

258.0%

236.3%

169.1%

1333.2%

171.4%

303.6%

1,324,262

400.2%

379,900
204,168
163,732
12,000

141,214
238,685
161,624         
97,631
9,222

54,772
77,061

▲17,405

59,656

234,551
1,067,711

22,000
708,429
615,833
381,904         
165,098
122,947
93,859

233,929

4,832

238,761

売上高

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ事業

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂ事業

その他

売上原価

売上総利益

販管費

人件費

販売費

管理費

営業利益

営業外損益

経常利益
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第第33四半期四半期B/SB/S 【【GEGE単体単体】】
（2001年4月1日～12月31日） ※試算表ベース

科目
金額

（百万円）

流動資産 計 2,501

現金及び預金 300

売掛金・手形 607

有価証券 41

投資その他の資産 609

投資有価証券 270

関係会社株式 214

短期貸付金 1,470

固定資産 計 926

有形固定資産 120

無形固定資産 196

総資産 3,427

科目
金額

（百万円）

買掛金 179

固定負債 計 227

資本合計 2,105

長期借入金 190

法定準備金 902

その他の剰余金 156

流動負債 計 1,094

短期借入金 740

負債合計 1,321

資本金 1,046

負債+資本 3,427

中国ファンド等の短
期運用商品のみ オリコン転貸分

うち、
・㈱オリコンへの貸
付金 1,200百万円
・現先 200百万円

オリコン転貸分

主にコンテンツ配信
関係のソフトウェア

うち114百万円は
投信等の運用商品

㈱オリコンと㈱ド
リームスピナーズ株
式

※百万円未満切り捨て
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セグメント情報（売上高セグメント情報（売上高－－GEGE単体単体－－））

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

データベース 61,557 62,249 80,361 69,461 77,089 79,565 77,897 

デジタルコンテンツ 30,374 47,028 86,329 164,009 239,135 384,658 443,918 

その他 8,500 3,500 --- 14,186 5,000 17,000 ---

第2期1Q 第2期2Q 第2期3Ｑ 第2期4Ｑ 第3期1Q 第3期2Q 第3期3Q

単位：千円

携帯コンテンツ売上大幅増。

総合計 100,431  112,778  166,691 247,657  321,224  481,223  521,816
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セグメント情報セグメント情報
（データベース事業・売上高（データベース事業・売上高ｰーGEGE単体ー単体ー））

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

ＥＣ 40,197 40,617 56,370 47,212 56,052 59,598 60,808 

放送局向け 7,722 7,512 8,600 8,230 7,559 7,733 7,825 

新譜情報誌 13,638 14,120 15,392 14,019 13,478 12,234 9,264 

第2期1Q 第2期2Q 第2期3Q 第2期4Q 第3期1Q 第3期2Q 第3期3Q

単位：千円

※EC：EC事業者向けﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ提供、放送局向け：CD管理用ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ提供、新譜情報誌：紙媒体「月刊データベース」関連売上

ランニング部分では、「CDNOW」
の休止による影響あり。

業界全体のCD販売
低迷の影響受け、「新
譜情報誌」売上減少。
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営業利益営業利益((GEGE単体）単体）の推移の推移

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

営業利益 19,654 24,892 32,515 60,670 75,205 100,183 58,541 

営業利益率 19.6% 22.1% 19.5% 24.5% 23.4% 24.1% 14.7%

第2期1Q 第2期2Q 第2期3Q 第2期4Q 第3期1Q 第3期2Q 第3期3Q

単位：千円 ※第3期より売上計上基準変更（売上の実態を正確に反映させるべく、通信
キャリアの回収代行手数料を売上と原価に二重計上）のため、時系列で比較
すべく、第3期2Qおよび3Qの営業利益率は従来の計上基準で修正表示。
各々に該当する修正分は、第3期2Qが1Q分含めて65,412千円、3Qが46,865
千円。

TVCMによる販売費増
約60百万円の影響。
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売上原価の構成売上原価の構成 （（GEGE単体）単体）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

2期1Q 2期2Q 2期3Q 2期4Q 3期1Q 3期2Q 3期3Q

携帯ｺﾝﾃﾝﾂ関係原価

新譜情報誌原価

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ原価

2Qで携帯関係原価に、CLUBコン
テンツのイベント関係費用が入って
いたが、今回はイベントがなかった
ため、その分の携帯原価が減少。
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販管費の構成販管費の構成 （（GEGE単体）単体）

0

50,000

100,000

150,000

200,000

2期1Q 2期2Q 2期3Q 2期4Q 3期1Q 3期2Q 3期3Q

管理費

販売費

人件費

（単位：千円）

販売費：「広告宣伝費」TVCMスポットに
より、前2Qに比べて約60百万円の増加
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「ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂ」「ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂ」 有料登録者総数有料登録者総数

有料登録者総数
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（単位：人）

2000年8月、EZ web、J-Skyにて着メロスタート
（有料課金開始は2000年9月より）

2001年3月、iモードにおいても着メロ開始

構成比構成比 EZwebEZweb(KDDI(KDDI）） 約約5050％％
iiモード（ドコモ）モード（ドコモ） 約約3030％％
JJ--Sky(JSky(J--PHONEPHONE）約）約2020％％
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「データベース」
Ｅコマース分野での主要取引先
「データベース」「データベース」
Ｅコマース分野での主要取引先Ｅコマース分野での主要取引先

ジェイブック、ヤフー、HMVジャパン、電通、新星堂、デジキューブ、マイクロソフト、ライコスジャパン、
日本テレコム、NTTコミュニケーションズ、NTT PCコミュニケーションズ、ソニー、＠ニフティ、
サイバーウィング、ミュージックスター社、旭屋書店、日本レコード販売網、オムロン、石丸電気、
東芝 iバリュークリエーション社、ネオ・ウィング、日本ソフトサービス、第一興商、リクルート(ISIZE）、
エキサイト、ジャパンディストリビューションシステム、凸版印刷、 ネットコンテンツ、ハドソン、
Amazon.co.jp、インプレスコミュニケーションズ、スペースシャワーネットワーク 他 （2001年12月末現在）

http://www.jbook.co.jp/index.asp
http://www.yahoo.co.jp/
http://www.lycos.co.jp/
http://www.japan-telecom.co.jp/
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㈱㈱オリコン単体オリコン単体P/LP/L
（2001年7月1日～12月31日）

※㈱オリコンの収益構造
単位：千円 累計 3Qのみ

売上高 940,784

557,572

365,918

255,295

110,622

▲11,123

99,499

▲852

売上原価

497,637

300,104

190,771

135,092

55,679

▲4,920

50,760

差引売上総利益

販管費

営業利益

営業外損益

経常利益

特別損益 －

オリジナルコンフィデンス
(音楽業界向け週刊誌）

主なもの：支払利息15,396千円

レ
コ
ー
ド
会
社

ゲ
ー
ム
販
売
店

Ｔ
Ｖ
局

映
画
配
給
会
社

自社
メディア

他社
メディア

weekly  oricon
（一般向け
アーティスト週刊誌）

約８５％

ネットワーク
(Oricon.co.jp、真大樹)

新聞・TV・雑誌
・ラジオ・ネットワーク等

約１５％

Ｃ
Ｄ
販
売
店

※試算表ベース

主なもの：投資有価証券売却損951千円
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科目
金額

（百万円）

流動資産 計 696
現金及び預金 140

売掛金・手形 410

短期貸付金 43

投資有価証券 27

敷金保証金 24

保険積立金 31

投資等 計 481

繰延税金資産 395

有形固定資産 87

無形固定資産 2

総資産 1,267

科目
金額

（百万円）

支払手形 213

固定負債 計 118

資本合計 ▲760

長期借入金 42

剰余金 計 ▲871

流動負債 計 1,980

短期借入金+1年以
内返済長期借入金

1,202

負債合計 2,027

資本金 100

負債+資本 1,267

㈱㈱オリコン単体オリコン単体B/SB/S （2001年12月31日現在）

資本金の推移 （単位：百万円）

2001年6月 320→10 （減資）
2001年7月 10→110
（オリコンGEの資本参加）

2001年8月 110→100
（オリコンGEの100％子会社化）

GE貸付 1,200百万円
銀行借入 44百万円

※試算表ベース

※百万円未満切り捨て
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今後の事業戦略について
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企業グループ図企業グループ図企業グループ図

楽曲データベース事業

デジタルコンテンツ事業

マーケティング事業（ヒットチャート）

自社メディア（雑誌出版）事業他

57％出資子会社（2001年12月31日現在）

海外事業
（現在は主としてアジアでの
デジタルコンテンツ事業）

海外現地法人3社（台湾・韓国・香
港）（現地での携帯コンテンツ事業）100％出資（間接保有）

今後は環境の変化に対応すべく、部門ごとによるグループ再編も検討

『当社は、日本をはじめ世界の音楽文化・産業の発展に貢献する』

オリコン･グローバルエンタテインメント㈱

㈱オリコン（100％出資子会社）

㈱ドリームスピナーズ
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事業戦略事業戦略事業戦略

・タレントのブッキング力
・編集ノウハウ
・メディアのコラボレーション

レコード会社芸能ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝアーティスト

雑誌

写真集

ＤＶＤ

携帯コンテンツ

Gackt写真集
`01年12月発売

“オリコン” が得意とする分野で、
「雑誌」と「デジタルコンテンツ」の

COLLABORATION を実現していく！
・音楽情報 ： 雑誌“weekly oricon”→携帯サイト“オリコンリアルサウンド”
・女性アイドル ： 雑誌“Citron Presse”（4月創刊予定）→携帯サイト“アイドル大百科”（2月よりスタート）
・男性アイドル ： 雑誌・今夏創刊予定→携帯サイト・雑誌創刊に合わせてスタートを準備中
・インディーズ ： 雑誌・今夏~秋創刊予定→携帯サイト・雑誌創刊に合わせてスタートを準備中

独自戦略

ｺﾝ
ﾃﾝ
ﾂｺﾝﾃﾝﾂ

http://www.oricon.co.jp/gackt/index.html
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雑誌と携帯サイトの連動雑誌と携帯サイトの連動①① 「音楽情報」「音楽情報」

着信メロディ

音楽情報

音作りにこだわった着信メロディと
“weekly oricon”全面協力による音楽情
報

週刊アーティスト誌週刊アーティスト誌 ““ weekly weekly oriconoricon””

■アーティストの魅力満載
人気アーティストを毎週多数ピックアップ、
インタビューをはじめ様々な角度から
アーティストの魅力に迫ります。
■唯一の週刊アーティスト誌

人気アーティスト、気になるアーティストをタイムリー
に掲載。週刊でホットなアーティスト情報を提供します。

携帯サイト携帯サイト““ オリコンリアルサウンドオリコンリアルサウンド ””
（旧サイト名（旧サイト名『『ORICON HITNEXTORICON HITNEXT』』 ））
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雑誌と携帯サイトの連動雑誌と携帯サイトの連動②② 「アイドル」「アイドル」

月刊アイドル誌月刊アイドル誌((男性向け）男性向け） ““ Citron Citron PressePresse”” （（4月創刊）
“アイドルとの親近感”をコンセプトに、
男性向けに、女性アイドルのグラビアとインタビューで構成。

おにゃン子クラブの時代から、

“アイドル”はオリコンの「得意分
野」
別途、男性アイドル（女性向け）も雑誌、携帯サイトともに準備中

携帯サイト携帯サイト 『『 アイドルアイドル 大百科大百科』』（（i-mode公式サイト）

・アイドルソング専門の着信メロディサイト
・80年代アイドルのナンバーをメインに、アイドル勃興期
から、山口百恵などの時代を経て、現在のアイドルまで網羅。
・着メロだけでなく、アイドルのナマ声、待受画像等の
アイドルに関するメニューがいっぱい。
・２月４日よりスタート（会員料金100円、200円、300円）

新メニュー新メニュー

http://www.asahi-net.or.jp/~yh2t-ook/yuidream/yuidream_7.htm
http://www.asahi-net.or.jp/~yh2t-ook/yellow&blue/y&b_3.htm
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リアルとデジタルの融合「リアルとデジタルの融合「CLUBCLUBコンテンツ」コンテンツ」

「CLUB関係の情報」では他を圧倒する

全国約300店舗のクラブと提携。

CLUB系雑誌「フロア」と提携。

随時CLUBにてイベントも開催

クラブ系サウンドに特化した着信メロディ・サービス

「クラブ・メロディー」を i-mode でスタート！
それに伴い、i-mode上では「着メロ・カテゴリー」に
所属変更し、有料登録者急増！
今後、EZwebでも「クラブ・メロディー」開始予定！

http://www.oricon.co.jp/clubber/index.html
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ドリームスピナーズについてドリームスピナーズについてドリームスピナーズについて

旧ドリームスピナーズ（小林隆の設立したベンチャー企業）

主業務：映像コンテンツ等のアジア輸出、DVDの請負プレス業務

2001年1月、オリコンGEの資本参加により、連結子会社化。

2001年5月より海外（台湾、韓国）におけるJ-POP着メロ事
業を開始。2001年9月より香港でも開始。

2001年12月、経営方針の違いから、旧経営陣（小林隆前社長グループ）が退陣、
同グループがベンチャー時代から行っていた「DVDの請負プレス業務」等の
付随事業を分離、撤退。
あらためて、オリコンGE副社長（海外部門管掌）の河田が、ドリームスピナーズ
の社長に就任（兼務）。
オリコンGEの完全主導により、海外（アジア）における携帯コンテンツ事業に
特化、注力する戦略会社に方針変更。
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アジア戦略アジア戦略アジア戦略

J-POPの着メロ配信 昨年は単音中心の携帯端末であり、「着メロ」前夜。

今年は、台湾でドコモ方式の「 i-mode 」スタートし、16和音端末も発売開始。
韓国もワールドカップを控え、日本文化全面開放近し。日本の音楽に対する
関心も高い。

J-POPを含む着信メロディの盛り上がりが期待される
さらに、今後、現地音楽の着メロも付加予定

【台湾】 現在6キャリアに配信中、さらに1キャリアと現在交渉中。
Taiwan Cellular Corp.（ｼｪｱ約28%、台湾№１）
Chunghwa Telecom（ｼｪｱ約27%、台湾国営）
KG Telecom（ｼｪｱ約18%、日本のドコモと提携し、今年５月より ｉ－ｍｏｄｅ開始。

当社が最初のＪ－ＰＯＰ着メロプロバイダーに選ばれる）

他に、Mobitai （ｼｪｱ約4.3%） 、TransAsia Telecom（ｼｪｱ約3.8%）、
First International Telecom （ｼｪｱ約0.9%、都市部、若者に人気あり）

【韓国】 現在2キャリアに対して、現在配信中。
SK Telecom（ｼｪｱ約52%）
Korea Telecom Freetel （ｼｪｱ約34%）

【香港】 SmarTone（ｼｪｱ約19%）、Hong Kong CSL Ltd. （ｼｪｱ約18.5%）

Ｊ-Ｐ
ＯＰ
の流
行

今後は、今後は、
中国本土への中国本土への
コンテンツ配信コンテンツ配信
も検討、準備中も検討、準備中

現在の提携通信キャリア

http://164.214.2.59/cgi-bin/imagemap/120e60n
http://164.214.2.59/cgi-bin/imagemap/90e60n
http://164.214.2.59/cgi-bin/imagemap/90e30n
http://164.214.2.59/cgi-bin/imagemap/120e30n
http://meloring.ewap.com.tw/oricon/default.asp
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【新規事業】
ｿﾌﾄ･ﾌｧｲﾅﾝｽ&ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾄ事業、進行中
【【新規事業新規事業】】
ｿﾌﾄｿﾌﾄ･･ﾌｧｲﾅﾝｽﾌｧｲﾅﾝｽ&&ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾄ事業、進行中ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾄ事業、進行中

ソフト（コンテンツ）を孵化させ、
必要なら資金を供給（投資家募集）し、
大きな広がりを持つプロジェクトとして
オリコン（グループ）がコーディネートする事業

・「ソフト評価ビジネス」の応用・発展形
・評価、相談に来るコンテンツの中からオリコンの「評価」に より
ピックアップし、「One Source, Multi Use」の考え方から発展さ
せる

アニメ化

TV放映
主題歌で
レコード
メーカーと
タイアップ

海外輸出ビデオ、
DVD販売

ゲーム化

コンテンツ

資金供給
（投資家募集）

ﾏｰﾁｬﾝﾀﾞｲｼﾞﾝ
ｸﾞ

トータルにトータルに
コーディネート、コーディネート、

プロデュースするプロデュースする

第1弾プロジェクトがまもなく本格稼働！

http://www.iijnet.or.jp/SOUND-F/demo_cd.html
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株主優待制度株主優待制度株主優待制度

・毎年3月31日、9月30日現在の株主（および実質株主）に対して実施。

①当社オリジナルの「音楽ギフトカード」を贈呈。
（10株未満の株主：1000円相当分、10株以上の株主：3000円相当分）

②当社子会社㈱オリコン発行のアーティスト誌「weekly oricon」を1冊贈呈。

※昨年9月末の株主様には、オリコンで写真集発行にちなんで、
人気アーティスト「Gackt」の音楽ギフトカードを贈呈しました。
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【ご参考】 Ｅコマース市場成長予測【【ご参考ご参考】】 Ｅコマース市場成長予測Ｅコマース市場成長予測

BtoCセグメント別電子商取引市場規模推移 ２００６年予測

※経済産業省、電子商取引推進協議会および㈱ＮＴＴデータ経営研究所の共同調査による2002年2月19日発表資料より。
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この資料に掲載されている今後の戦略・見通し等に関わる情報は、本資料の作成時点において、当社が合理

的に入手可能な情報に基づき、通常予測し得る範囲内で為した判断に基づくものです。しかしながら現実に

は、通常予測しえないような特別事情の発生または通常予測しえないような結果の発生等により、本資料記載

の見通しとは異なる結果を生じ得るリスクを含んでおります。 
当社といたしましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報について、その積極的な開示に努

めて参りますが、本資料記載の見通し等のみに全面的に依拠してご判断されることはくれぐれもお控えになら

れるようお願いいたします。 

オリコン･グローバルエンタテインメント株式会社

〒106-0032 東京都港区六本木7-15-14 塩業ビル
ＴＥＬ 03-3405-5252（代表）
FAX 03-3405-8189

IR用連絡メールアドレス ir@oriconge.jp
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